
意見交換会の概要

市はこれまで感震ブレーカーの配布やポケットパークの整備等、本地区の燃えないまちづくりに向けて取
り組んできました。より防災性を高めるため、本地区の準防火地域の指定を目指しており、本指定の検討
内容の説明と今後のまちづくりの進め方について意見を聞くため、「谷塚町谷際地区燃えないまちづくりに
向けた意見交換会」を開催しました。
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2025.10.25当日の様子（市撮影）

草加市 都市整備部 都市計画課

まちづくりニュース
谷塚町谷際地区
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意見交換会の主なポイント

①本地区は、木造の建築物が密集し、十

分な公共施設が整備されていない地域で

あり、周辺地域と比べて建物倒壊危険性

や火災危険度等が高いエリアです。

②災害リスクを軽減するために、令和９年

度に準防火地域に指定することを目指し

ています。

③準防火地域の指定後は、建替え時等に

構造制限や防火措置等を要しますが、災

害リスクを大幅に軽減することができます。

氷川小学校

準防火地域指定予定エリア

谷塚小学校 谷塚駅
2025.10.30当日の様子（市撮影）

やつかちょうやぎわちく

谷塚町谷際地区（やつかちょう やぎわちく）  

燃えないまちづくりに向けた意見交換会を開催しました

【実施日時】
2025年10月25日（土） 14時30分～16時30分

2025年10月30日（木） 19時～21時

【出席者】
10月25日（土） 32名

10月30日（木） 14名

【意見交換会次第】
１．谷際地区の概要

２．木造住宅密集地改善の必要性

３．燃えないまちづくりに向けたこれまでの取組

４．燃えないまちづくりに向けた今後の対策方針

５．今後のスケジュール

６．質疑応答（意見交換）

取組内容の詳細や
当日資料はコチラ

市ホームページ
二次元コード



～谷際地区のまちの課題～

準防火地域指定後
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準防火地域の指定について１．

谷塚町谷際地区は、木造の建築物が密集し、十分な公共施設が整備されていない地域であり、
市内でも特に建物倒壊危険性・火災危険度・災害時活動困難度が高いエリアであるため、
燃えないまちづくりに向けて準防火地域の指定を目指します。

建物倒壊危険性が高い 火災危険度が高い 災害時活動困難度が高い

～谷際地区の燃えないまちづくりに向けた取組～

災害リスク軽減のために

『準防火地域の指定』を目指します

大幅に減少

延焼範囲の想定

防火地域、準防火地域とは？

都市計画法において、市街地における火災の危険を防除するために定める地域のことです。

中心市街地や主要駅前、主要幹線道路沿いなどで、防火地域・準防火地域を指定することに

より、建築できる建物の構造等を制限して防災機能を高め、延焼の防止を図ります。

建築物の建て替え等（新築、増築、改築、移転）に合わせて不燃化・難燃化が図られ、延焼による火
災被害の軽減や避難・消火活動の経路の確保につながります。

同じ条件下で指定する前と指定した後を比較すると・・・
※あくまで予測結果となります。

●防火地域
駅前などの高い建物が密集した

商業地域や防災上重要な幹線道
路沿道などに指定。

2階建て以下の建物を除き、耐
火建築物にする必要がある。

●準防火地域
木造の住宅が密集した地域な

どに指定。
建物の規模に応じて、防火構造

の建物、準耐火建築物、耐火建
築物にする必要がある。

２

■ 準防火地域を指定する必要性

■ 準防火地域の指定による効果

準防火地域指定前
延焼建物数：1,193棟
延焼面積：86,255㎡

準防火地域指定後
延焼建物数：351棟
延焼面積： 23,739 ㎡

延焼予測条件
風向：北 風速：１０m/s
延焼時間：480分 出火位置：地区北東部

愛媛大学防災情報研究センター
副センター長 二神 透 提供



地区計画は、都市計画法に定められる手法で、生

活に身近な地区ごとに、道路、公園などの施設の配

置や建築物の建て方などについて、地区の特性に応

じてきめ細かなルールを定めるまちづくりの計画です。

地区計画で定められる主なルール

●建物用途
●道路や公園などの施設配置
●緑化（緑化率）
●建物の高さや建て方の制限
（容積率、建ぺい率、建物高さ、壁面の位置）

●建物の景観面の制限
（建物の色、意匠など、かき柵）

都市計画道路（谷塚松原線）は、獨協大学前駅・草

加駅・谷塚駅の各駅前路線に接続し、各駅へと繋が

る重要な南北方向の路線です。

都市計画道路が有する、災害時の路線機能や延

焼遮断機能等が確保でき、草加駅北側の区間にて

事業中、谷際地区以南にて整備済みであるため、本

区間についても整備の必要性があると考えています。

谷塚松原線
（幅員：18ｍ）

至草加駅

至谷塚駅

具体的な整備時期については、未
定ですが、市全体における整備優
先度等を踏まえ整備着手の具体化
の検討を進めます。

建替え等に必要となる防火措置の主な内容
(木造２階の一戸建て住宅の例)

現在の建築工法では、木造2階一
戸建て住宅の屋根・外壁は、概ね防
火性能を満たす部材の使用が見込
まれるため、実質的な防火措置は延
焼の恐れのある開口部や軒裏となり
ます。

地区計画制度の検討 都市計画道路の整備

３

燃えないまちづくりに向けたその他の取組２．

■ 指定による影響及び必要となる防火措置

指定によるメリット

指定によるデメリット

✓ 準防火地域内に準耐火建築物等を建
築する場合は建ぺい率が１０％緩和さ
れます。

✓ 建築物等に耐火・防火措置を施すこと
になるため、建築物等の建て替え等
（新築、増築、改築又は移転）の際にか
かる費用が従来より増えます。

様々なルールの中から、本地区に適切な

ルールについて検討することができます。



項目 質問 回答

準防火地域

防火措置を行う際の費用はどれく
らいかかりますか？

建物の大きさや箇所数等によって異なりますが、
一般的な戸建住宅（木造・延床面積100㎡）を例に
すると、開口部の防火措置で約50～100万円（令和
7年度時点の算出）の費用が想定されます。

建替え時に、耐火構造にする際に
市から補助金等はありますか？

現在、建替えに関する補助・支援制度は設けてお
りません。リフォーム等を行う場合は、耐震改修へ
の補助メニューがあります。

現在建設中の戸建ての建売住宅
は準防火の基準になっています
か？

現状はまだ準防火地域に指定していないため、
基準に適合しておりません。
本地区は、建築基準法第２２条区域に指定されて

おり、一定の耐火構造を有しています。 準防火地
域指定後に建築される場合は、開口部に防火措置
を施す必要があります。

都市計画道路

都市計画道路の整備は困難では
ないですか？

都市計画道路（谷塚松原線）は、現在、北側（草
加区間）で工事を行っており、全線開通を目標にし
ています。
市としても重要な路線と考えていますので、引き

続き整備に向けて取り組んでいきます。

その他
過去に行われたセミナー等を認知
していませんでしたが、どのような
方法で告知を行っていましたか？

告知方法として町会回覧や広報そうか、ＨＰ、ＳＮ
Ｓ等で情報周知を行ってきました。

【問合せ先】

草加市都市整備部

都市計画課 まちづくり推進係

〒340-8550

埼玉県草加市高砂１-１-１

電話：048-922-1802（直通）
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令和９年度

現在

建築物の
不燃化の

促進

建築物等の建て替え時に
不燃化が進み、

延焼による火災被害の軽減

耐火・防火性能の高い建築物
等が増えることで、

避難や消火活動のための
経路が確保

燃えないまちの
実   現

４

今後のスケジュール３．

当日の質疑応答・アンケートで出された主な意見４．

回答は
こちらから

アンケートご協力のお願い

準防火地域の指定及び地区計画等についてご意見を伺っています。
アンケート調査にご協力ください。

＜回答期限＞

令和８年２月１３日（金）まで

※今後の進捗等により変動する可能性がございます。
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